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令和元年“総合防災訓練”実施

ソフト担架搬送訓練、隔て板突き破り訓練

全戸対象の津波・洪水避難訓練
98世帯/（186世帯）が参加

震災時、最も必要なのは水とトイレであり、万が一の際に断水でも
使える「簡易トイレ」と「水」を各家庭で備蓄しておきましょう！

上層階への避難風景

各戸への避難呼びかけ

防災関連に関し住民への説明
ベランダ間隔て板突き破り訓練

ソフト担架での使用方法説明 女性による上層階への搬送風景 搬送に使用したソフト担架

エクシード茅ヶ崎自主防災委員会主催の令和元年度「防災訓練」
を９月８日(日)１０時から、当マンション全戸対象に実施しました。
今回は、①津波・洪水による避難訓練、②隔て板突き破り体験
③らくらくソフト担架搬送体験、④炊き出し訓練を実施しました。

当日、自主防災委員は9時に防災本部（2階洋室）に集合し、当日の担当割り、トランシーバーでの本部との連絡方法
について防災リーダーより説明して頂き、10時にマイクで構内放送による津波警報を発信し訓練を開始しました。
自分の身は自分で守る「自助」、住民による要支援者の避難救護「共助」それぞれ災害対応力の向上を目指し、全戸
対象で訓練を行いました。災害はいつ来るかわかりません、その為にも定期的な防災訓練を通じて各自日々、防災

意識をもって行動することが重要です。
・・・・防災訓練の概要は左表参照・・・・・

今回、茅ヶ崎市防災対策課より2名の方も11時30分の体験訓練ま
で視察され、エクシード茅ヶ崎の防災対策に対する住民の意識の
高さを感じたとの講評を頂きました。

訓練項目 訓練概要

津波避難訓練 10時にマイクによる津波発生警報、訓練参加者黄色い
タオルを廊下の手すりに結び、各階ベーターホールに
避難した。（1階～4階の住民は5階以上へ避難）

炊き出し訓練 炊飯袋を使って、防災用大釜で炊き出し及び自主防災
委員によるトン汁を作り、参加者に提供した。

隔て板突き破り体験 今回は前回の反省（安全面）より、物干し竿を使った突
き破り訓練を行った。

ソフト担架搬送訓練 災害が昼間発生する事も想定し、特に女性住民に体
験してもらった。今回は2種類のソフト担架を使って搬
送訓練を行った。（寝させた状態、座った状態）

訓練総評 2階防災本部（洋室）に集合し、参加者より訓練の意
見・感想をヒヤリングし、訓練総評を行った。

当マンションの防災対応に関し説明

構内放送による避難指示当日の担当割り等説明

総合防災訓練の概要

今回、体験訓練として、ソフト担架搬送訓練と隔て板の突き
破り訓練を実施した。

要支援者を外階段にて上層階へ搬送に関しては、昼間に
災害が発生する事も想定し、女性の方々に体験して頂き
６名程度で搬送できることを体験頂いた。

ベランダの隔て板の突き破り体験に関しては、前回の反省
（安全面）より物干し竿を利用し突き破りを体験してもらい、
突き破ることを体験して頂いた。

女性6名で搬送体験



防災訓練アンケート結果
（アンケート回答 68世帯）

9月8日実施した防災訓練に関し、住民へのアンケートを行った結果について、次の通り概要を報告致

します。今回の防災訓練の結果については、皆様からのアンケートにて頂いた意見等も踏まえ、今後
の訓練に役立てていきたいと思います。アンケートへのご協力ありがとうございました。

参加, 47, 69%

不参加, 
21, 31%

防災訓練に参加・不参加
不参加理由：
・外出、体調不良

結んだ, 56, 
95%

忘れた, 3, 5%

避難時、確認タオル

聞こえ

た, 32, 
56%

聞こえな

い, 25, 
44%

避難訓練アナウンス
聞こえない理由：
・ﾘﾋﾞﾝｸﾞでは聞こえない

項目 意見・感想

ベランダの間仕切りボード
蹴破り体験
（体験者 10名）

・足で蹴破りは危険だし、高齢者・女性には無理と思いました。
・物干し竿で破りましたが、思ったより力が必要であると感じました。
・有事の際の参考になりました。
・棒等で突き破る方法が良い、手足では危険と感じました。

要支援者救護（ソフト担架
での搬送訓練）

・女性や年寄りだけの力では難しいです。
・相互に助け合うのは必要だが、いざ本当の災害の時に女性のみで出来る
かどうか疑問です。
・ソフト担架の搬送で十分ではと思いました。

次回の訓練内容について ①消火訓練38名、②避難訓練35名、③救護訓練21名 ④炊き出し訓練 17名
・何事も「やって見せて、やらせてあげる」という、この実体験こそが一番役立
つと思う、その点では今回は実に素晴らしい訓練でした。

その他意見 ・夏の暑い時期とはいえ、防災訓練への参加服装について、サンダルに半袖
半ズボンはどうかと思う。基本の服装(長袖、長ズボン、靴、軍手、タオル持参)
で参加してほしい。
・訓練は何度も繰り返すことが大事、もう少し参加人数が増えれば良いと思う｡
・災害に応じた（台風、洪水、地震、津波等）マニュアルの各戸配布が望ましい
保有している防災用品の明文化も含め検討してほしい。
・もっと住民の積極参加を促す、救護訓練は実際の要支援者を対象にしたら
良いと思う。
・助けを呼ぶときは、笛があれば良い、特に高齢者にとっては便利と思う。
・マンション全体の防災意識はもちろん、やはり個人の意識、心掛けが大事
・炊飯袋のご飯が意外に美味しかった。
・家の中でできる準備・用意（非常食、懐中電灯、救急箱、薬等）の必要を感じ
た。(9月発生の千葉台風災害を見て)
・現在の組織的防災訓練は意味ある事だと思うので、是非継続してほしい。

災害時の連絡網 緊急時茅ヶ崎市より下記流れで連絡が入ります

茅ヶ崎市 まちぢから協議会 自治会長 理事長
防災隊議長
さわやかクラブ会長

判った, 
47, 94%

判らない, 
3, 6%

炊飯袋の使い方
判らない理由：
・空気抜き方


